
  

 

 

＊おかしもち＊ 
     9 月 1日、補習校では火災に備えた避難訓練を実施しました。「おさない」「かけらない」「しゃべらない」 

「もどらない」「ちかづかない」の標語の通り、中学部は整然と避難できました。全員真剣に取り組めましたね。 

それから、大使館の根本さんとリキ・サクラ・ジャパン・セキュリティの松下さんから貴重な情報を教えていた 

だきました。火事で一番の危険は火ではなく、煙。高温の煙で肺や気管を火傷したら、一瞬で呼吸ができなくなる 

そうです。また、有毒ガスを含んだ煙も数十秒で命に関わります。ハンカチで口と鼻を覆うことの大切さも改めて 

納得できました。本物の火を使った訓練、そして、補習校を代表して感謝の言葉を伝える役目も立派に行えました。 

万が一の緊急事態の際、焦らずに適切な行動ができるように、折に触れ、この訓練を思い出してください。 
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